
 

 

 
 

 

脱衣室は13℃！！ 
 

 
 
 

 木族の家のＨＰ 『暖房お手本住宅』 の中で、【素足文化の国なのに足から冷え
る日本の家】という記事があります。 
脳卒中死亡率は長野県が一番高いといわれています。特徴的なのは、建物の断熱性

能が良く全室暖房の北海道は、暖かい気候の鹿児島より死亡率が低いことです。 

今月のすまいりんぐは、住宅技術評論家として有名な南雄三さんが、温度差の激しい

日本の住宅の中で、特に寒さを感じる洗面室の温度を徹底調査した報告書です。 

 

室内の温度差はヒートショック

を起こして脳卒中や心臓発作

を誘発します。 

特に脱衣室は裸になる処なの

に低温です。 

そこで、実際の脱衣室がどん

な温度なのか、地域や断熱に

よる違いを冬季の５日間にわ

たって調べたものです。 

南さんの知り合いの住宅関連

業者および一般居住者に温度

測定をしてもらい、集計したも

のです。 

調査サンプル数は４７８件（Ⅳ

地域が９割）を数えました。 

 

 

（Ⅳ地区とは断熱基準でいうところの南関東から西日本。長野県はⅢ地区のところが多く、数字が小さい方が寒い地域） 

 

Ⅳ地域の脱衣室平均温度は13.1℃ 

Ⅳ地区の脱衣室の平均温度は「脱衣室にも暖房あり」で１４．６℃、「暖房な」しで１２．７℃、「全体の平均」で

１３．１℃でした。 

木造の場合は「暖房あり」１４．４℃、「暖房なし」１２．３℃。 

鉄骨造では「暖房あり」１３．５℃、「暖房なし」１２．４℃。そしてＲＣ造では「暖房あり」１６．４℃、「暖房なし」１

３．９℃という結果が得られました。 

注目すべきは最低温度の低さで、木造「暖房なし」ではマイナス０．５℃、ＲＣ造「暖房なし」でも2℃でした。

まだまだ多くの日本人は外気と変わらぬ環境で脱衣していることがわかります。 
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地域別の脱衣室温度 

やはりⅠ地域（北海道）がダントツに高く、脱衣室

を暖房しているかどうかに関わらず、 ほぼ２

０℃あります。 

しかしながら、Ⅱ地域以南は１３℃台に落ちます。

「脱衣室にも暖房がある」という回答者の家でも

１５℃に届かず、「脱衣室に暖房はない」という家

との温度差は、わずか１～２℃しかありません。 

つまり、Ⅰ地域以外の日本人は、そもそも「脱衣

室を２０℃以上にしよう」という意識がない、とい

うことのようです。 

 

 

 

木造戸建住宅の地域別脱衣室温度 

木造戸建住宅に限定して、地域別に「脱衣室を暖房

している家」と「暖房していない家」の平均温度の差

をみると… 

Ⅰ地域→０．９℃ 

Ⅱ地域→２．２℃ 

Ⅲ地域→３．８℃ 

Ⅳ地域→２．３℃  という結果でした。 

寒冷地では「脱衣室は暖房していない」と回答した

家でも、家全体を暖める暖房を行っていることがう

かがえます。 

 

 

 

構造別･用途別の平均温度比較 

全地域の構造別、用途別の脱衣室平均温度を比較し

てみると… 

戸建住宅では、ＲＣ造がわずか８．６℃と寒く、次いで

鉄骨造１２．２℃、そして木造が最も暖かく（といって

も、たかが）１３．３℃という結果です。 

集合住宅ではＲＣ造が１４．６℃と最も高く、鉄骨造１

２．７℃、木造１１．２℃と低くなります。 

木造の集合住宅は低層で低断熱のアパートが多い

ためと考えられます。 

また、戸建ＲＣ造の厳しい住環境があらためて目を

引きます。 

 

 



 

断熱レベルの違いで５℃もの差が… 

断熱レベルによる脱衣室温度の違いを、Ⅳ地域で「暖

房なし」に絞り込んで平均温度で読み取ると… 

次世代省エネ基準「以下」→１１．７℃ 

次世代省エネ基準「同等」→１４．７℃ 

次世代省エネ基準「以上」→１６．５℃ 

このように、基準「以下」と基準「以上」とでは約５℃の

差がつきましたが、それでも基準「以上」の家でも平

均１６．５℃しかありません。最低温度については、基

準「以下」の－０．５℃は論外としても、基準「以上」の

家でも９℃しかありません。 

つまり、せっかく断熱レベルが高くても、暖房が不十

分だと寒い家となっていることがわかります。 

 
 
 

 

お風呂で身体を温めるという日本の家は、世

界で一番危険な家といわれていますが、木族

の家が提案する暖房お手本住宅は、２４時間ど

の部屋も心地よい暖かさに包まれています。

蓄熱式床暖房オンドルエコノは火を使わない

ので、小さなお子様にも安全。おだやかな暖

房はヒートショックがなく、高齢者にもやさし

い理想の暖房です。 

自然石から生じる遠赤外線のふく射熱による暖

房は、春の陽だまりのような暖かさです。 

 

 

建物の断熱レベルは次世代省エネ基準以上。暖めた空気をしっかり家の中に閉じ込めます。 

そして夏は暑い日差しを遮り、涼しく快適に過ごすことができます 

 

～暖房お手本住宅を実際にご覧になれます～ 

１２月２１日（土）～２５日（水）の５日間、『あったか体感！完成見学会』を松本市にて２ヶ所同時開催！ 

家中ポカポカの、心地良い暖かさを実際に体感していただけます。 

 

女鳥羽会場 『奥さまの夢を詰め込んだ、家事室のある家』 

北深志会場 『暮らしを愉しむ家族３人の家』 

 

どちらも３０坪くらいのコンパクトなプランですが、お施主さまのこだわりがたくさん詰まった自慢のお家

です。 

地図など詳しくは、ホームページをご覧ください。 

みなさまのお越しをお待ちしております。 

オンドルエコノの蓄熱砂利 
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